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平
成
30
年
の
仕
事
始
め
を
迎
え
た
１
月

４
日
に
市
役
所
本
庁
舎
で
、
津
谷
市
長
が

幹
部
職
員
約
90
人
を
前
に
年
頭
の
訓
示
を

行
い
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
津
谷
市
長
は
「
市
民
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
は
、
こ
れ
ま
で
40
万
人
を
超
え

る
方
々
の
利
用
に
よ
り
、
中
心
市
街
地
に

新
た
な
賑
わ
い
創
出
の
芽
生
え
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。
観
光
面
で
は
、
森
吉
山

の
樹
氷
を
国
内
外
に
売
り
込
ん
で
い
く

『
世
界
に
誇
る
樹
氷
観
光
地
宣
言
』を
行
い
、

内
陸
線
で
沿
線
地
域
を
訪
れ
る
外
国
人
の

団
体
観
光
客
も
１
万
５
０
０
０
人
を
上
回

る
ペ
ー
ス
で
推
移
し
て
お
り
、
今
後
、
阿

仁
合
駅
舎
改
築
等
に
よ
る
観
光
資
源
の
魅

力
向
上
で
、
国
内
外
か
ら
の
評
価
が
さ
ら

に
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
述

べ
た
一
方
で
「
熊
の
出
没
や
想
定
の
で
き

な
い
大
雨
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
な

ど
の
非
常
事
態
か
ら
、
市
民
の
安
全
安
心

を
い
か
に
維
持
確
保
し
て
い
く
の
か
と
い

う
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
」
な
ど
と

今
後
の
対
策
に
懸
念
を
示
し
ま
し
た
。

　
新
年
に
向
け
て
は
「
人
口
減
少
の
抑
制

を
最
大
の
目
標
と
し
て
平
成
27
年
に
策
定

し
た
総
合
戦
略
は
、
終
盤
戦
に
入
る
の
で
、

進
捗
状
況
を
踏
ま
え
て
し
っ
か
り
し
た
効

果
の
検
証
と
一
層
の
ス
ピ
ー
ド
感
で
全
庁

挙
げ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
人
口
減
少

の
要
因
は
若
者
の
流
出
で
あ
り
、
地
元
で

働
く
こ
と
の
優
位
性
を
訴
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
な
ど
と
奮
起
を
促
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
市
の
施
策
事
業
が
市
民
の
皆

さ
ん
に
理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
る
か
、
理

解
し
て
も
ら
う
努
力
は
さ
れ
て
い
る
か
を

考
え
て
事
業
や
施
策
を
進
め
て
ほ
し
い
。

市
民
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
市
政

に
と
っ
て
も
大
き
な
力
と
な
る
。
ま
た
、

効
率
よ
く
仕
事
を
す
る
う
え
で
改
善
す
べ

き
点
を
提
案
提
言
し
て
ほ
し
い
。
そ
の
こ

と
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
」
な
ど
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　  

津
谷
市
長
の
年
頭
訓
示

総
合
戦
略
の
終
盤
戦
は
全
庁
挙
げ
て

◇
12
月
16
日
〜
１
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▲幹部職員約90人を前に年頭の訓示をす
る津谷市長
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６
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平
成
30
年
北
秋
田
市
消
防
出
初
式

地
域
防
災
を
担
う
心
意
気
を
示
す

　
平
成
30
年
北
秋
田
市
消
防
出
初
式
が
、

１
月
４
日
に
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
消
防

団
員
４
５
０
人
が
参
加
し
、
今
年
の
無
火

災
と
無
災
害
を
願
う
と
と
も
に
、
消
防
団

員
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
午
前
９
時
に
市
民
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
前
を
出
発
し
た
団
員
が
、
式
典

会
場
の
文
化
会
館
ま
で
分
列
行
進
し
、
途

中
の
北
都
銀
行
鷹
巣
支
店
前
で
は
津
谷
市

長
、
藤
田
久
悦
消
防
団
長
、
中
嶋
誠
消
防

長
の
観
閲
を
受
け
た
ほ
か
、
沿
道
の
市
民

に
堂
々
と
し
た
行
進
を
披
露
し
て
地
域
防

災
を
担
う
心
意
気
を
示
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
は
じ
め
に
津
谷
市
長
が
式

辞
を
述
べ
「
近
年
は
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま

な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
や
自
主
防
災
組
織
結
成

へ
の
支
援
を
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安

全
で
安
心
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
き
た
。
団
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

消
防
人
と
し
て
の
高
い
志
と
そ
の
重
要
性

の
認
識
の
も
と
、
市
民
の
生
命
、
財
産
を

守
る
た
め
の
活
動
に
よ
り
一
層
の
尽
力
を

お
願
い
す
る
」
な
ど
と
消
防
活
動
へ
の
さ

ら
な
る
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
藤
田
団
長
は
「
市
民
が
安
全
か

つ
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
分
団
の
団
結
力
を
深
め
、

よ
り
力
強
い
消
防
団
を
つ
く
り
上
げ
る
よ

う
お
願
い
す
る
」
な
ど
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
各
種
表
彰
が
行
わ
れ
、
受
章
者

に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
あ
と
、
第
９
分

団
の
武
石
稔
分
団
長
が
受
章
者
を
代
表
し

て
謝
辞
を
述
べ
「
市
民
の
付
託
に
応
え
る

た
め
日
々
精
進
し
、
消
防
団
発
展
の
た
め

微
力
な
が
ら
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
あ

る
」
な
ど
と
今
後
の
活
動
へ
の
決
意
を
表

し
ま
し
た
。

　
最
後
に
前
市
消
防
団
長
の
金
田
咲
美
さ

ん
の
音
頭
で
万
歳
三
唱
を
行
い
、
団
員
一

丸
と
な
っ
て
市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
こ

と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

▲団員が堂々とした分列行進を披露した北
秋田市消防出初式

▽
北
林
一
成
氏
黄
綬
褒
章
受
章
祝
賀
会（
秋
田
市
）

▽
畠
山
好
子
氏
旭
日
単
光
章
受
章
記
念
祝
賀
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会 

最
終
日（
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市
議

会
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）

▽
薬
師
山
ス
キ
ー
場
開
き
・
安
全
祈
願
祭（
同
所
）▽
大
阿
仁
地
区
行

政
懇
談
会（
阿
仁
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

▽
第
14
回
津
谷
永
光
杯
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
開
会
式（
鷹
巣
体
育
館
サ
ブ
体
育
館
）

▽
行
政
評
価
委
員
会
評
価
結
果
報
告
書
提
出（
本
庁
舎
）

▽
森
吉
山
国
定
公
園
昇
格
運
動
連
絡
協
議
会
発
起
人
会
趣
意
書
提
出（
本

庁
舎
）▽
秋
田
県
医
療
審
議
会
第
３
回
医
療
計
画
部
会（
秋
田
市
）▽
第
２

回
秋
田
県
医
療
介
護
総
合
確
保
事
業
計
画
策
定
委
員
会（
秋
田
市
）

▽
小
阿
仁
川
筋
ダ
ム
対
策
連
絡
協
議
会（
上
小
阿
仁
村
）

▽
年
末
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

▽
第
37
回
北
秋
田
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
開
会
式（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
大
太
鼓
叩
き
初
め（
大
太
鼓
の
館
）

▽
坊
沢
地
区
新
春
交
流
会（
坊
沢
公
民
館
）▽
七
日
市
地
区
新
春
交
流

会（
七
日
市
公
民
館
）

▽
北
秋
田
市
消
防
出
初
式（
文
化
会
館
）ほ
か
▽
年
頭
訓
示（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
地
区
交
通
指
導
隊
連
合
会
・
北
秋
田
地
区
防
犯
指
導
隊
連

合
会
査
閲
式（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

▽
綴
子
地
区
新
春
交
流
会（
綴
子
公
民
館
）

▽
北
秋
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
所
員
発
表
会（
文
化
会
館
）

▽
北
秋
田
市
議
会
第
１
回
臨
時
会（
議
事
堂
）

▽
東
地
区
新
年
交
流
会（
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
か
え
）

▽
沢
口
地
区
新
春
交
流
会（
沢
口
林
業
セ
ン
タ
ー
）▽
第
25
回
の
れ
そ

れ
年
末
年
始
大
売
出
し
大
抽
選
会（
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
）

▽
鷹
巣
町
農
協
青
年
部
雪
中
田
植
え（
大
太
鼓
の
館
前
）▽
第
1
回
国
道
１

０
５
号
大
曲
鷹
巣
道
路
利
活
用
促
進
検
討
会
議（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

森
吉
山
国
定
公
園
昇
格
運
動
連
絡
協
議
会
の
設
立
趣
意
書
を
提
出

官
民
挙
げ
て
の
運
動
提
起
を
求
め
る

　
森
吉
山
国
定
公
園
昇
格
運
動
連
絡
協
議

会
発
起
人
会
の
村
井
松
悦
代
表
ら
が
12
月

26
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
昇
格
運
動
連
絡

協
議
会
発
足
に
向
け
て
官
民
挙
げ
て
の
運

動
提
起
を
求
め
、
津
谷
市
長
へ
設
立
趣
意

書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
趣
意
書
に
は
「
森
吉
山
は
、
地
域
住
民

が
霊
峰
と
崇
め
る
う
る
わ
し
き
山
。
裾
野

は
広
く
、
広
大
な
面
積
を
有
す
る
県
立
自

然
公
園
で
、
環
境
省
が
定
め
る
自
然
景
観

保
護
地
域
で
も
あ
る
。
こ
の
す
ば
ら
し
い

森
吉
山
と
周
辺
地
域
を
次
世
代
に
繋
げ
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
が
今
ま
で
以
上
に

自
然
と
の
関
わ
り
を
保
持
し
な
が
ら
愛
さ

れ
る
山
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
森
吉

山
が
国
定
公
園
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
野
趣
あ
ふ
れ
る
一
帯
を
日
本
全

国
と
世
界
に
広
く
周
知
さ
せ
、
交
流
・
滞

在
人
口
の
拡
充
や
推
進
を
図
る
こ
と
で
、

地
域
の
人
口
減
少
や
空
洞
化
の
有
効
な
対

策
に
な
る
ほ
か
、
自
然
観
光
を
目
的
と
し

た
観
光
利
用
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
、
地

域
経
済
の
発
展
に
寄
与
し
な
が
ら
、
新
た

な
雇
用
に
も
つ
な
が
る
。
北
秋
田
市
も
趣

旨
に
賛
同
し
、
協
議
会
へ
の
参
入
を
快
諾

さ
れ
る
と
と
も
に
、
官
民
挙
げ
て
の
運
動

提
起
を
願
う
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
発
起
人
会
の
会
員
４
人
の

ほ
か
、
運
動
に
賛
同
す
る
北
林
丈
正
県
議

会
議
員
が
市
役
所
を
訪
問
し
、
村
井
代
表

が
津
谷
市
長
に
趣
意
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
受
け
取
っ
た
津
谷
市
長
は
「
当
市
に

と
っ
て
も
森
吉
山
は
す
ば
ら
し
い
観
光
資

源
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
型
の
観
光

を
含
め
て
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
と
し
て
も
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
く
の
か
、
行
政
の
立
場
で
支

持
し
て
い
く
の
か
、
し
っ
か
り
と
検
討
さ

せ
て
も
ら
い
た
い
。
森
吉
山
を
も
っ
と
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
趣
旨
に
は
賛

同
す
る
。
運
動
の
盛
り
上
げ
に
心
か
ら
感

謝
し
た
い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

▲津谷市長に設立趣意書を手渡す村井代表

あ
が

 


